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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】過去に提供された施設情報によって特定される
施設のうち、表示された地図の範囲に位置する施設に関
する施設情報を提供できる施設情報提供装置、施設情報
提供方法およびプログラムを提供する。
【解決手段】画面右２／３に地図を表示する。地図中の
１～６の丸付き数字と、丸付き数字を囲む吹き出しとの
表示が、過去に提供された施設情報によって特定される
施設の位置を示す。画面左１／３には、過去に提供され
た施設情報の少なくとも一部を表示する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　施設情報提供装置であって、
　ユーザからの指示に応じて、施設情報を提供する入力施設情報提供部と、
　前記入力施設情報提供部によって過去に提供された施設情報によって特定される施設の
うち、表示された地図の範囲に位置する施設に関する施設情報を提供する地図範囲施設情
報提供部と
　を備える施設情報提供装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の施設情報提供装置であって、
　前記地図範囲施設情報提供部は、施設情報の少なくとも一部として、施設の位置情報を
提供する
　施設情報提供装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の施設情報提供装置であって、
　前記地図範囲施設情報提供部は、施設情報を一覧表示によって提供すると共に、一覧表
示における表示順序を、施設の優先度に基づき決定する
　施設情報提供装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の施設情報提供装置であって、
　前記地図範囲施設情報提供部は、前記一覧表示した施設情報と、その施設情報によって
特定される施設の地図上の位置とを関連づけるための表示を、ユーザインターフェイスか
らの指示に基づき行う
　施設情報提供装置。
【請求項５】
　請求項３又は請求項４に記載の施設情報提供装置であって、
　前記地図範囲施設情報提供部は、前記一覧表示した施設情報のうちの一部について表示
を、ユーザインターフェイスからの指示に基づき停止する
　施設情報提供装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５の何れか１つに記載の施設情報提供装置であって、
　前記地図範囲施設情報提供部は、提供している施設情報の詳細情報を、ユーザインター
フェイスからの指示に基づき提供する
　施設情報提供装置。
【請求項７】
　施設情報提供方法であって、
　ユーザからの指示に応じて、施設情報を提供し、
　過去に提供した施設情報によって特定される施設のうち、表示された地図の範囲に位置
する施設に関する施設情報を提供する
　施設情報提供方法。
【請求項８】
　施設情報提供用プログラムであって、
　ユーザからの指示に応じて、施設情報を提供し、
　過去に提供した施設情報によって特定される施設のうち、表示された地図の範囲に位置
する施設に関する施設情報を提供する
　ことをコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、施設情報の提供に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　ユーザが過去に訪問した施設の分類と訪問日時とを記憶し、記憶された日時と現在の日
時との比較に基づき、施設情報を選択すると共に表示する技術が知られている。この技術
によれば、例えば、食事どきにはレストランの情報が表示される（例えば、特許文献１）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－４１７６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ユーザは、コンピュータ等に表示された地図を見ている際に、過去に提供された施設情
報を改めて提供して欲しい場合がある。上記の従来技術が有する課題は、このような要求
に応えることができない点である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記課題の少なくとも一部を解決するためのものであり、以下の形態または
適用例として実現できる。
【０００６】
　適用例１：施設情報提供装置であって；ユーザからの指示に応じて、施設情報を提供す
る入力施設情報提供部と；前記入力施設情報提供部によって過去に提供された施設情報に
よって特定される施設のうち、表示された地図の範囲に位置する施設に関する施設情報を
提供する地図範囲施設情報提供部とを備える施設情報提供装置。この適用例によれば、過
去に提供された施設情報によって特定される施設のうち、表示された地図の範囲に位置す
る施設に関する施設情報を提供できる。施設情報を提供する手法は、例えば、表示や音声
を利用するもの等が考えられる。施設情報とは、例えば、名称、住所、電話番号、利用可
能な時間帯、施設の分類、施設の写真画像などの少なくとも１つである。入力施設情報提
供部と地図範囲施設情報提供部とによって提供される施設情報の内容や提供手法は、互い
に同じでも異なっていても良い。
【０００７】
　適用例２：適用例１に記載の施設情報提供装置であって；前記地図範囲施設情報提供部
は、施設情報の少なくとも一部として、施設の位置情報を提供する施設情報提供装置。こ
の適用例によれば、施設の位置情報を提供できる。位置情報は、例えば、地図上の位置を
指し示す図形でも良いし、住所または緯度・経度などでも良い。
【０００８】
　適用例３：適用例１又は適用例２に記載の施設情報提供装置であって；前記地図範囲施
設情報提供部は、施設情報を一覧表示によって提供すると共に、一覧表示における表示順
序を、施設の優先度に基づき決定する施設情報提供装置。この適用例によれば、優先度の
高い施設から順に施設情報を一覧表示できる。施設の優先度の決め方は、例えば、地図の
中心点またはユーザによって指定された地点からの距離が短い施設の優先度を高くしたり
、入力施設情報提供部によって提供された回数が多い施設情報の施設の優先度を高くした
りすることが考えられる。
【０００９】
　適用例４：適用例３に記載の施設情報提供装置であって；前記地図範囲施設情報提供部
は、前記一覧表示した施設情報と、その施設情報によって特定される施設の地図上の位置
とを関連づけるための表示を、ユーザインターフェイスからの指示に基づき行う施設情報
提供装置。この適用例によれば、一覧表示からユーザが選択した施設情報によって特定さ
れる施設の位置を分かりやすく表示できる。
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【００１０】
　適用例５：適用例３又は適用例４に記載の施設情報提供装置であって；前記地図範囲施
設情報提供部は、前記一覧表示した施設情報のうちの一部について表示を、ユーザインタ
ーフェイスからの指示に基づき停止する施設情報提供装置。この適用例によれば、ユーザ
は、不要な施設情報の表示を停止させることができる。上記指示は、施設情報１つずつを
指定するものと、複数の施設情報を一括して指定するものとが含まれる。複数の施設情報
を一括して指定するには、例えば、複数の施設情報に共通するものを指定すれば良い。複
数の施設情報に共通するものとは、例えば、施設の分類や、位置する地域などが考えられ
る。
【００１１】
　適用例６：適用例１から適用例５の何れか１つに記載の施設情報提供装置であって；前
記地図範囲施設情報提供部は、提供している施設情報の詳細情報を、ユーザインターフェ
イスからの指示に基づき提供する施設情報提供装置。この適用例によれば、ユーザは、施
設情報の詳細情報を提供させることを容易に指示できる。「提供している施設情報の詳細
情報」とは、提供している施設情報によって特定される施設に関する情報であって、提供
している施設情報に含まれない情報を有する情報のことである。
【００１２】
　上記何れの適用例も、種々の態様で実現できる。例えば、上記情報提供の方法、この方
法をコンピュータに実現させるためのプログラム、このプログラムを記憶した一時的でな
い記憶媒体等として実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】施設情報提供システム１０の構成。
【図２】施設情報のデータ構成。
【図３】施設情報の検索指示をユーザが入力するための画面。
【図４】施設情報記憶処理を示すフローチャート。
【図５】施設情報表示処理を示すフローチャート。
【図６】施設情報表示処理の実行によって表示される画面の一例。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
１．施設情報提供システム１０の構成（図１）：
　図１は、施設情報提供システム１０の構成を示す。施設情報提供システム１０は、図１
に示すように、パーソナルコンピュータ２０（以下「パソコン２０」と言う。）とサーバ
５０とを備える。パソコン２０及びサーバ５０は、インターネットＩＮＴを介して互いに
接続できる。図１に示すように、サーバ５０は、通信部５２と、制御部５４と、地図デー
タベース５６と、施設情報データベース５８とを備える。地図データベース５６は、地図
データを記憶する。施設情報データベース５８は、施設情報（図２と共に後述）を記憶す
る。制御部５４は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハードディスク等を備える。制御部５４の
ＲＯＭは、地図データ及び施設情報の送信用プログラム、並びに施設情報の検索用プログ
ラムを記憶する。制御部５４のＣＰＵは、これらのプログラムを実行することによって、
パソコン２０からの要求に応じたデータを、地図データベース５６及び施設情報データベ
ース５８から取得すると共にパソコン２０に送信する。この送信には、通信部５２とイン
ターネットＩＮＴとが利用される。インターネットＩＮＴを利用した送受信のプロトコル
は、公知のＨＴＴＰである。送受信されるデータの形式は、ＨＴＭＬである。一方、パソ
コン２０は、ＣＰＵ、ＲＯＭやＲＡＭの記憶装置、キーボードやマウス等の入力装置、モ
ニタやスピーカ等の出力装置など、周知の構成要素を有する。
【００１５】
２．施設情報のデータ構成（図２）：
　図２は、施設情報のデータ構成を示す。図２に示すように、施設情報は、ＩＤ、分類、
名称、所在地、電話番号、営業時間、定休日、ＵＲＬを含む。さらに、施設情報は、図２
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には示されていないが、施設の紹介文と施設の写真とを含む。ＩＤは、各施設情報を識別
するための符号である。分類には、図２に示すように、第１分類と第２分類とがある。第
１分類は、第２分類より大きな分類を示す。図２に示すように、第１分類の具体例として
は、食堂、小売、娯楽施設などがあり、サービスの種類などによって分類されている。食
堂の下位の分類情報としての第２分類には、具体例として、イタリアン、和食、中華、フ
ァミリーレストランなどがあり、業態や提供される料理の種類などによって分類されてい
る。小売の下位の分類情報としての第２分類には、具体例として、デパート、アウトレッ
トモールなどがあり、業態や提供される商品などに応じて分類されている。娯楽施設の下
位の分類情報としての第２分類には、具体例として、動物園、映画館などがあり、業態や
提供されるサービスなどに応じて分類されている。所在地には、図２に示すように、住所
、緯度、経度が含まれる。ＵＲＬは、インターネットＩＮＴを通じて、サーバ５０以外の
サーバからウェブサイトを表示するための情報などを取得するためのものである。
【００１６】
３．施設情報の検索指示（図３）：
　図３は、施設情報の検索指示をユーザがパソコン２０に入力するための画面である。こ
の検索指示とは、上記の施設情報データベース５８に記憶された施設情報から、所望のも
のを抽出して表示することを指示するものである。パソコン２０は、検索指示の希望を示
す情報が入力されると、図３に示すような画面をディスプレイに表示する。図３に示すよ
うに、検索指示の入力方法は２種類ある。１つ目の入力方法は、分類、所在地およびキー
ワードの１つ以上を入力する方法である。分類および所在地は、ユーザが、ＧＵＩ(Graph
ical User Interface)によって選択する。キーワードは、ユーザが、パソコン２０のキー
ボード又は音声認識によって入力する。選択後に、図３に示された「検索」アイコンを選
択することが、検索指示の入力となる。２つ目の入力方法は、図３に示すように、分類か
ら探す方法である。図３に示すように、各第１分類と、各第１分類に属する第２分類とが
表示される。第１分類の何れか１つ、又は第２分類の何れか１つの選択が、検索指示の入
力となる。
【００１７】
４．施設情報記憶処理（図４）：
　図４は、施設情報記憶処理を示すフローチャートである。施設情報記憶処理の実行主体
は、パソコン２０であり、より詳しくはパソコン２０に備えられたＣＰＵである。施設情
報記憶処理の開始の契機は、図３と共に説明した施設情報の検索指示が、パソコン２０に
入力されたことである。パソコン２０は、入力された指示に基づき、施設情報の検索を実
行する（ステップＳ６１）。具体的には、入力された検索指示と、この検索指示に基づく
検索結果の返信要求とをサーバ５０に送信する。サーバ５０の制御部５４は、検索指示と
検索結果の返信要求とを受信すると、先述した検索用プログラムを実行する。サーバ５０
は、検索用プログラムの実行によって、より検索指示に合致する所定数（例えば１０件）
の施設情報をパソコン２０に送信する。ただし、ここで送信される施設情報は、ＩＤ、名
称および紹介文である。この結果、パソコン２０は、より検索指示に合致する所定数の施
設情報を取得する。施設情報の検索の実行とは、この施設情報の取得までのパソコン２０
の動作のことである。
【００１８】
　次に、パソコン２０は、取得した施設情報のうちの名称と紹介文とを、ディスプレイに
一覧表示する（ステップＳ６３）。続いて、パソコン２０は、表示した名称のうちの何れ
か１つがＧＵＩを通じて選択されると、その名称に対応する施設情報を、サーバ５０から
取得してディスプレイに表示する（ステップＳ６５）。ここで取得して表示する施設情報
は、施設情報の全体である。パソコン２０は、全体の施設情報を取得するために、選択さ
れた名称に対応するＩＤと、そのＩＤに対応する施設情報の返信要求とをサーバ５０に送
信する。
【００１９】
　次に、パソコン２０は、表示した施設情報をＩＤと緯度・経度とを、自らが備える記憶
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媒体に記憶する（ステップＳ６７）。以下、ＩＤと緯度・経度とをまとめて「施設記憶情
報」と言う。ＩＤを記憶する目的は、表示したことのある施設情報が何れであるかを後か
ら特定することである。緯度・経度を記憶する目的は、表示したことのある施設情報に含
まれる位置情報を後から特定することである。続いて、パソコン２０は、次に入力された
指示が何かを判定する（ステップＳ６９）。入力された指示が「次の検索」であれば（ス
テップＳ６９、次の検索）、パソコン２０はステップＳ６１に戻る。入力された指示が「
検索結果に戻る」であれば（ステップＳ６９、検索結果に戻る）、パソコン２０はステッ
プＳ６３に戻る。入力された指示が「終了」であれば（ステップＳ６９、終了）、パソコ
ン２０は施設情報記憶処理を終了する。
【００２０】
５．施設情報表示処理（図５、図６）：
　図５は、施設情報表示処理を示すフローチャートである。施設情報記憶処理の開始の契
機は、パソコン２０が地図を表示している最中に、過去に表示した施設情報を一覧表示す
る指示が、パソコン２０に入力されたことである。この指示の入力は、地図と共に表示さ
れる「履歴一覧」のアイコン（図６と共に後述）が選択されることによって行われる。施
設情報記憶処理の実行主体は、パソコン２０であり、より詳しくはパソコン２０に備えら
れたＣＰＵである。
【００２１】
　パソコン２０は、施設情報表示処理を開始すると、地図を表示するための画面の右２／
３に、地図を表示する（ステップＳ８１）。ここで表示する地図の表示範囲は、施設情報
表示処理の実行開始前に表示していた地図の表示範囲を元に定める。具体的には、元の表
示範囲の左右１／６ずつをカットすると共に、カットされずに残った表示を右に１／６並
進させる。次に、パソコン２０は、地図の中心点に基づき、先述した施設記憶情報をソー
トする（ステップＳ８３）。具体的には、施設記憶情報の一部としての緯度・経度が、よ
り地図の中心点に近いものを上位にするように並べ替える。続いて、所定数（例えば６件
）の上位施設の位置を地図に表示する（ステップＳ８５）。表示の手法について図６を用
いて説明する。
【００２２】
　図６は、施設情報表示処理の実行によって表示される画面の一例を示す。図６は、先述
したように、画面右２／３に地図が表示されていることを示す。図６に示された地図中の
１～６の丸付き数字と、丸付き数字を囲む吹き出しとの表示が、先述したステップＳ８５
において実行される「上位施設の位置の表示」である。１～６の丸付き数字は、ソート順
を示し、１が最も上位にソートされた施設情報に対応する。上位施設の位置の表示に加え
、図６には、先述した「履歴一覧」のアイコンが示されている。このアイコンは、施設情
報表示処理の開始以前から地図と共に表示されており、先述したように、施設情報表示処
理の開始を指示するためのＧＵＩとして機能する。さらに、施設情報表示処理の開始後は
、施設情報表示処理の終了を指示するためのＧＵＩとして機能する。
【００２３】
　次に、パソコン２０は、所定数（例えば４件）の上位施設の施設情報を画面左１／３に
一覧表示する（ステップＳ８７）。ここで表示される施設情報は、施設情報記憶処理にお
いて表示されるものとは異なり、ソート順位、並びに施設情報の一部としての名称、住所
および電話番号である。施設情報の一部としての情報は、サーバ５０から取得する。パソ
コン２０は、この取得のために、表示対象となる施設のＩＤと、そのＩＤの施設情報に含
まれる名称、住所および電話番号の返信要求とを、サーバ５０に送信する。続いて、パソ
コン２０は、ＧＵＩ用のアイコンを表示する（ステップＳ８９）。この表示について図６
を用いて説明する。
【００２４】
　図６に示すように、「絞り込み」「全表示」「詳細」「非表示」の各アイコンが表示さ
れている。これらが先述したＧＵＩ用のアイコンである。これらのアイコンは、マウスに
よって操作するポインタでクリックして選択する。図６に示すように、「絞り込み」及び
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「全表示」のアイコンは画面に１つずつ表示される。一方、「詳細」及び「非表示」のア
イコンは施設情報それぞれに対して１つずつ表示される。「絞り込み」とは、位置表示と
一覧表示との対象とする施設情報を絞り込むことである。ユーザが「絞り込み」のアイコ
ンを選択すると、パソコン２０は、キーワードを入力するための検索窓を表示する。パソ
コン２０は、キーワードが入力されると、そのキーワードと所定数（例えば３０件）の上
位施設のＩＤとをサーバ５０に送信する。サーバ５０は、受信したＩＤによって特定され
る施設情報のうち、キーワードに合致するものを選択してパソコン２０に返信する。パソ
コン２０は、受信した施設情報を対象に、位置表示と一覧表示とを行う。キーワードの具
体例としては、「イタリアンレストラン」「土曜日　営業」「○○市◇◇区」といったも
のが考えられる。
【００２５】
　一方、「全表示」とは、上記の「絞り込み」を解除することである。つまり、絞り込み
を行った後に「全表示」が選択されると、パソコン２０は、絞り込みを行う前の表示に戻
す。一方、或る施設情報に対して表示されている「詳細」のアイコンが選択されると、パ
ソコン２０は、その施設情報の詳細を表示する。具体的には、施設情報記憶処理における
ステップＳ６５による表示と同じ表示をする。一方、或る施設情報に対して表示されてい
る「非表示」のアイコンが選択されると、パソコン２０は、その施設情報と、その施設情
報に対応する位置表示との表示を停止すると共に、表示されていなかった施設情報のうち
最上位の施設情報の表示と位置表示とを新たに行う。
【００２６】
　さらに、施設情報の一部として表示された名称、又は地図上の吹き出しがクリックによ
って選択されると、その選択されたものに対応する施設（以下「選択施設」と言う。）に
ついて、位置表示と一覧表示における施設情報の表示とを関連づけるための表示を行う。
具体的には、図６に示すように、パソコン２０は、一覧表示において選択施設について表
示された範囲と、選択施設の位置を示す吹き出しとを同じ態様で強調表示する。本実施形
態では、強調表示をハッチングの追加によって行う。さらに、図６に示すように、パソコ
ン２０は、一覧表示において選択施設について表示された範囲と、その施設の地図上の位
置とを結ぶ線分を表示する。
【００２７】
　アイコンを表示した後、パソコン２０は、入力された指示を取得する（ステップＳ９１
）。パソコン２０は、取得した指示が、施設情報表示処理の終了であるかを判定する（ス
テップＳ９３）。終了指示は、先述したように「履歴一覧」のアイコンの選択によって行
われる。施設情報表示処理の終了でなければ（ステップＳ９３、ＮＯ）、入力された指示
（上記の「絞り込み」等）に応じて処理を実行し（ステップＳ９５）、ステップＳ９１に
戻る。一方、入力された指示が施設情報表示処理の終了であれば（ステップＳ９３、ＹＥ
Ｓ）、パソコン２０は、施設情報表示処理を終了する。
【００２８】
６．効果：
　上記の実施形態によれば、ユーザが過去に検索を用いて閲覧した施設情報のうち、ユー
ザが見ている地図の範囲内に位置する施設を特定する施設情報を提供できる。さらに、ユ
ーザが或る施設に興味を持った場合、施設情報の表示と施設の位置との関連を分かりやす
く表示できる。さらに、一覧表示はＧＵＩとして機能するので、ユーザは、希望に添った
表示を容易に指示できる。
【００２９】
７．実施形態と適用例との対応関係：
　ステップＳ６５が入力施設情報提供部を、ステップＳ８３、ステップＳ８５及びステッ
プＳ８７が地図範囲施設情報提供部をそれぞれ実現するためのソフトウェアに相当する。
図６に示した丸付き数字と吹き出しとが「施設の位置情報」に相当する。
【００３０】
８．他の実施形態：



(8) JP 2016-164792 A 2016.9.8

10

20

30

　本発明の実施形態は、先述した実施形態に限られず、発明の技術的範囲を逸脱しない範
囲における種々の形態が採用され得る。例えば、発明の概要の欄に記載した各形態中の技
術的特徴に対応する実施形態の技術的特徴は、先述した課題の一部または全部を解決する
ために、或いは、先述の効果の一部または全部を達成するために、適宜、差し替えや組み
合わせを行うことができる。その技術的特徴は、必須なものとして説明されていなければ
、適宜、削除できる。この他、例えば、以下のものが考えられる。
【００３１】
　施設情報記憶処理と施設情報表示処理とを実行する装置は、パソコンでなくても良い。
例えば、スマートフォン、タブレットコンピュータ、携帯電話機、カーナビゲーション装
置などでも良い。
　地図データ及び／又は施設情報は、サーバ５０から取得されなくても良い。例えば、施
設情報表示処理を実行する装置が記憶しても良い。このようにすれば、インターネット接
続ができない状況においても、施設情報表示処理を実行できる。
　施設情報と吹き出しとの強調表示の態様は、ハッチングでなくても、着色や点滅などで
も良いし、吹き出しのサイズを大きくしても良い。
　一覧表示する施設情報の内容は、実施形態と異なっていても良い。
　施設情報のソート方法は、実施形態と異なっていても良い。例えば、検索結果の中から
選択されたものの詳細情報の表示（施設情報記憶処理のステップＳ６５）が、数多くなさ
れた施設情報がより上位に来るようにソートしても良い。
　地図と一覧表示との配置は、実施形態と異なっていても良い。例えば、左右逆にしたり
、上下に配置したりしても良い。配置の比率についても、１／３と２／３に限られず、ど
のような値であっても良い。
　施設情報表示処理におけるステップＳ８５において、ステップＳ８１において表示した
地図の範囲には、施設記憶情報によって特定される施設の数が所定数（実施形態の場合、
６件）に満たない場合がある。このような場合は、縮尺を小さくすることによって地図の
表示範囲を拡大したり、地図の中点地点を移動させたりすることによって、上記施設の数
が所定数に達するように調整しても良い。
【符号の説明】
【００３２】
　　１０…施設情報提供システム
　　２０…パーソナルコンピュータ
　　５０…サーバ
　　５２…通信部
　　５４…制御部
　　５６…地図データベース
　　５８…施設情報データベース
　　ＩＮＴ…インターネット
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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月20日(2016.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザによって過去に選択された施設情報の一覧と、表示される地図の範囲内に位置し
、前記一覧に含まれる施設情報と対応する当該施設情報の所在地を示す施設の位置情報と
、を同一画面上に表示する地図表示装置であって、
　前記一覧に含まれる施設情報、及び／又は、前記施設の位置情報の各々がユーザにより
選択可能となるように設定するとともに、当該ユーザが選択可能な、前記一覧内の各施設
情報に対応するアイコンを前記一覧内に設定する手段と、
　前記施設情報又は前記施設の位置情報のいずれか一方がユーザにより選択された場合、
対応する前記施設情報と前記施設の位置情報とを関連付けて同一画面上に表示し、前記ア
イコンがユーザによって選択された場合、前記アイコンに対応する前記一覧内の施設情報
と、当該施設情報に対応する施設の位置情報と、を共に非表示とするように制御する手段
と、
　を備える地図表示装置。
【請求項２】
　ユーザによって過去に選択された施設情報の一覧と、表示される地図の範囲内に位置し
、前記一覧に含まれる施設情報と対応する当該施設情報の所在地を示す施設の位置情報と
、を同一画面上に表示する地図表示装置のコンピュータが実行する制御方法であって、
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　前記一覧に含まれる施設情報、及び／又は、前記施設の位置情報の各々がユーザにより
選択可能となるように設定するとともに、当該ユーザが選択可能な、前記一覧内の各施設
情報に対応するアイコンを前記一覧内に設定するステップと、
　前記施設情報又は前記施設の位置情報のいずれか一方がユーザにより選択された場合、
対応する前記施設情報と前記施設の位置情報とを関連付けて同一画面上に表示し、前記ア
イコンがユーザによって選択された場合、前記アイコンに対応する前記一覧内の施設情報
と、当該施設情報に対応する施設の位置情報と、を共に非表示とするように制御するステ
ップと、
　を備える制御方法。
【請求項３】
　ユーザによって過去に選択された施設情報の一覧と、表示される地図の範囲内に位置し
、前記一覧に含まれる施設情報と対応する当該施設情報の所在地を示す施設の位置情報と
、を同一画面上に表示する手段、
　前記一覧に含まれる施設情報、及び／又は、前記施設の位置情報の各々がユーザにより
選択可能となるように設定するとともに、当該ユーザが選択可能な、前記一覧内の各施設
情報に対応するアイコンを前記一覧内に設定する手段、
　前記施設情報又は前記施設の位置情報のいずれか一方がユーザにより選択された場合、
対応する前記施設情報と前記施設の位置情報とを関連付けて同一画面上に表示し、前記ア
イコンがユーザによって選択された場合、前記アイコンに対応する前記一覧内の施設情報
と、当該施設情報に対応する施設の位置情報と、を共に非表示とするように制御する手段
、
　として地図表示装置のコンピュータを機能させるための制御プログラム。
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